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執筆者紹介（目次順） 
 
真嶋? 潤子? ? ? ? ? ? ? ?  （本学大学院言語文化研究科教授） 
櫻井? 千穂? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? （本学言語文化研究科日本学術振興会特別研究員） 
孫? 成志?  （大連理工大学准教授） 
于? 涛 （大阪府八尾市立小学校教諭） 
包? 麗娜 （本学博士後期課程? D3） 
タンティスック? ナムサイ （本学博士後期課程? D2） 
セーリム・パンニー （本学博士後期課程? D2） 
ドゥアンケーオ・パオサタポーン （本学博士後期課程? D2） 
李? 欣 （本学博士後期課程? D2） 
千々岩 宏晃 （本学博士後期課程? D1） 
グエン・ティ・ニュー・イー? ? ? ? ? ? （本学博士前期課程? D1） 
高? 娟? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? （本学博士前期課程? 平成 26 年 9 月修了） 
藤平? 愛美 （本学博士前期課程? M2） 
伊藤? 光史 （本学博士前期課程? M2） 
齊藤? 亮太 （本学博士前期課程? M2） 
仲本? 早紀 （本学博士前期課程? M2） 
中垣? 友江 （本学博士前期課程? M2） 
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大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻
編集後記 
 
 
? 2014 年度も『日本語・日本文化研究? 第 24 号』を無事発行することができた。編
集委員会一同、執筆者、査読者の皆様のご協力に感謝するとともに、肩の荷を下ろし
てほっとしている。言語文化研究科日本語・日本文化専攻にふさわしく、日本語学、
日本語教育学、日本文化学の三つの分野における論文を 15 編掲載できたことは有難い
ことである。この論集をきっかけに、何人かの仲間が集まってそれぞれの分野での議
論が更に活性化することを切に願うものである。論文についてのご意見は御遠慮なく
著者にお伝えいただきたい。 
今年度末をもって小矢野哲夫先生が定年をお迎えになり退職される。小矢野先生は、
現日本語日本文化教育センターの前身である大阪外国語大学留学生別科への御着任に
始まり大阪外国語大学外国語学部日本語講座、更に大阪大学との統合による日本語・
日本文化講座での御勤務と 37 年の長きにわたって活躍してこられた。大阪大学大学院
言語文化研究科に日本語・日本文化専攻ができてからは、退職直前まで専攻長をお勤
めいただき、御多忙中にも関わらず大量の会議をこなしていただいたこと、心より感
謝を申し上げる。本来であれば、この紀要に「小矢野哲夫先生退職記念号」と冠する
べきところではあるが、御本人のご希望により、編集後記で謝辞を述べるにとどめた。
大仰な儀式をお嫌いになる御性格はいかにも先生らしい。1985 年からの 18 年間に週
刊 550 号、月刊 102 号という膨大な『けとば珍聞』の発行、若者語の研究、ジェンダ
ーに関わる研究等々、新しい日本語の動向に目を向けてこられた小矢野先生の御業績
と御性格とのかかわりを垣間見た思いである。御退職後もますますの御健勝を紙面を
借りてお祈り申し上げる。本当に長い間、ありがとうございました。（M.S.） 
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